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国分寺市の畠山重忠伝承と無量山道成寺　―恋ヶ窪の地域説話をめぐって―
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依
田
　
亮
一

は
じ
め
に

　
「
姿
見
の
池
は
、
か
つ
て
付
近
の
湧
水
や
恋
ヶ
窪
用
水
が
流
れ

込
み
、清
水
を
湛
え
て
い
ま
し
た
。そ
の
名
の
由
来
は
、鎌
倉
時
代
、

恋
ヶ
窪
が
鎌
倉
街
道
の
宿
場
町
で
あ
っ
た
頃
、
遊
女
達
が
朝
な
夕

な
に
自
ら
の
姿
を
映
し
て
見
て
い
た
と
い
う
言
い
伝
え
に
よ
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
池
は
「
一
葉
松
」
の
伝
承
の
中
に
も
登
場
し
ま

す
。
源
平
争
乱
の
頃
、
遊
女
の
夙
妻
太
夫
と
坂
東
武
者
で
名
将
と

い
わ
れ
た
畠
山
重
忠
と
が
恋
に
落
ち
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
太
夫

に
熱
を
あ
げ
る
も
う
一
人
の
男
が
い
て
、
そ
の
男
は
重
忠
が
平
家

と
の
西
国
の
戦
で
討
ち
死
に
し
た
と
嘘
を
つ
き
、
あ
き
ら
め
さ
せ

よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
深
く
悲
し
ん
だ
太
夫
は
姿
見
の
池
に
身
を

投
げ
て
し
ま
っ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
」

　

こ
れ
は
昭
和
四
十
年
代
に
一
度
埋
没
し
、
そ
の
後
、
平
成
十
一

年
に
再
生
整
備
し
た
姿
見
の
池
緑
地
（
西
恋
ヶ
窪
一
丁
目
）
の
案

内
板
に
記
さ
れ
た
「
恋
ヶ
窪
」
の
地
名
発
祥
に
関
わ
る
地
域
説
話

で
あ
る
。
メ
ル
ヘ
ン
な
気
分
を
そ
そ
ら
れ
る
恋
ヶ
窪
の
地
名
は
、

ほ
か
に
も
国
府
付
近
の
窪
地
「
国
府
が
窪
」
の
訛
り
と
い
う
説
や

（
吉
田
一
九
〇
七
・
高
橋
一
九
三
〇
）、
崖
を
意
味
す
る
ア
イ
ヌ
語

の
峡
「
カ
イ
」
が
「
コ
イ
」
に
訛
っ
て
「
恋
」
の
字
が
宛
て
ら
れ
、

後
世
に
恋
愛
伝
承
が
付
加
さ
れ
た
と
す
る
説
（
菊
池
一
九
六
四
・

菊
池
二
〇
一
四
）、
さ
ら
に
は
年
紀
不
詳
『
国
分
寺
村
古
絵
図
』

に
「
鯉
ヶ
窪
」
の
表
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
水
の
豊
富
な
土
地
で

池
に
鯉
が
い
た
こ
と
に
因
む
と
い
う
説
（
関
口
一
九
七
五
）
※
一

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
に
語
呂
合
わ
せ
的
な
解
釈
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
く
、
説
話
に
登
場
す
る
畠
山
重
忠
と
は
武
蔵
国

男
衾
郡
畠
山
郷
（
埼
玉
県
深
谷
市
）
を
本
貫
地
と
す
る
武
将
で
、

治
承
四
年
（
一
一
八
〇
）
に
平
家
追
討
を
目
指
す
源
頼
朝
が
伊
豆

で
挙
兵
し
た
際
は
敵
方
に
与
し
た
が
、
後
に
臣
従
し
、
治
承
・
寿

永
の
乱
で
の
活
躍
を
経
て
、
鎌
倉
幕
府
草
創
期
の
有
力
御
家
人
と

な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
頼
朝
の
没
後
は
執
権
北
条
時
政
に
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謀
反
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
、
元
久
二
年
（
一
二
〇
五
）
六
月
に
都

筑
郡
二
俣
川
（
神
奈
川
県
横
浜
市
旭
区
）
で
一
族
と
も
に
滅
亡
し

た
が
、
存
命
中
か
ら
武
勇
の
誉
れ
高
く
、
そ
の
清
廉
潔
白
な
人
柄

か
ら
「
坂
東
武
士
の
鑑
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
（
清
水
二
〇
一
八

ほ
か
）。

　

さ
て
、
こ
の
説
話
は
『
国
分
寺
市
史
上
巻
』（
以
下
、
市
史
上

巻
と
略
す
）
の
「
第
五
章
中
世
に
お
け
る
国
分
寺
市
域
」
で
、

柴
辻
俊
夫
氏
が
「
第
一
節
鎌
倉
幕
府
の
成
立
と
武
蔵
」
に
「
畠

山
重
忠
の
伝
承
」
を
立
項
し
、「
い
つ
頃
成
立
し
た
伝
承
か
は
っ

き
り
し
な
い
」
と
し
な
が
ら
「
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
の
中
期
に

は
成
立
し
て
い
た
」
と
簡
潔
な
紹
介
に
留
め
て
い
る
が
（
柴
辻

一
九
八
六
）、
説
話
が
ど
の
よ
う
な
過
程
で
形
成
さ
れ
今
日
に
伝

来
し
た
の
か
、
小
稿
で
は
時
系
列
を
追
っ
て
関
連
資
料
を
提
示
し

な
が
ら
、
遊
女
達
が
自
ら
の
姿
を
写
し
た
「
姿
見
の
池
」
や
重
忠

と
「
夙
妻
太
夫
」
の
悲
恋
に
因
む
「
松
」
と
は
何
で
あ
る
の
か
、

そ
の
後
の
研
究
や
旧
版
市
史
刊
行
後
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
成
果

を
踏
ま
え
な
が
ら
再
検
討
し
て
み
た
い
。
※
二

一
．
地
域
の
地
勢
と
中
世
の
恋
ヶ
窪

　

ま
ず
、
近
世
・
近
代
に
お
け
る
恋
ヶ
窪
地
区
の
景
観
を
踏
ま
え

て
お
こ
う
。
現
在
の
国
分
寺
市
域
は
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）

に
江
戸
時
代
の
十
箇
村
が
合
併
し
て
形
成
さ
れ
た
。
古
多
摩
川
が

浸
食
し
た
国
分
寺
崖
線
沿
い
で
、
野
川
の
源
流
域
を
含
む
国
分
寺

村
と
恋
ヶ
窪
村
は
中
世
以
来
の
古
村
で
あ
る
の
に
対
し
、
村
内
に

湧
水
地
を
取
り
込
ま
な
い
市
域
北
部
の
八
箇
村
は
、
玉
川
上
水
通

水
後
ま
も
な
く
享
保
年
間
（
一
七
一
六
～
三
五
）
に
開
拓
さ
れ
た

新
田
村
で
あ
る
。こ
の
う
ち
恋
ヶ
窪
村
は
現
在
の
大
字
西
恋
ヶ
窪
・

東
恋
ヶ
窪
一
帯
に
該
当
し
、
高
位
の
武
蔵
野
段
丘
を
開
析
す
る
二

つ
の
小
支
谷
（
通
称
、
恋
ヶ
窪
谷
・
さ
ん
や
谷
と
呼
称
）
が
入
り

組
む
、
起
伏
の
多
い
複
雑
な
地
形
を
呈
し
て
い
る
（
図
一
）。
近

世
の
集
落
す
な
わ
ち
屋
敷
地
は
、
東
福
寺
付
近
の
恋
ヶ
窪
谷
筋
に

広
が
る
「
ホ
ン
ム
ラ
」（
小
字
熊
ノ
郷
東
・
熊
ノ
郷
西
）
を
中
心

に
、
図
一
の
範
囲
か
ら
は
外
れ
る
が
、
現
日
立
中
央
研
究
所
の
北

側
で
延
宝
年
間
（
一
六
七
三
～
八
〇
）
に
開
拓
さ
れ
た
古
新
田
の

「
サ
ン
ヤ
」（
小
字
山
谷
）、
現
孫
の
湯
通
り
沿
い
で
享
保
期
に
拓

け
た
ホ
ン
ム
ラ
の
持
添
新
田
で
あ
る
「
シ
ン
デ
ン
」（
小
字
本
村

附
）
の
大
き
く
三
箇
所
に
分
か
れ
る
。
ホ
ン
ム
ラ
は
水
田
を
保
有

す
る
も
の
の
、『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
「
陸
田
が
多
く
し
て

水
田
少
し
」
と
あ
る
よ
う
に
村
域
は
畑
地
と
山
林
が
卓
越
す
る
景

観
で
、
ま
た
「
家
数
凡
二
四
軒
、
其
内
十
七
人
古
き
百
姓
の
よ
し
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恋ヶ窪村

国分寺村

恋ヶ窪廃寺跡
（無量山道成寺？）

伝祥応寺跡
塚跡

字黒鉄

恋ヶ窪谷

さんや谷

字八幡窪

字道成窪

字道成畑

字押切間

殿ヶ谷戸

本多谷
字日影山

国分寺駅
中央線

熊野神社

子権現

東福寺

薬師堂 国
分
寺

真
姿
の
池

野川

古宿

一里塚

至六所宮

至府中番場宿

至久米川
八幡神社

里正作右衛門宅
一葉松

阿弥陀堂霊園

丸山

府中道

川越道

薬師道

東京道

武蔵国分寺
僧寺跡

武蔵国分寺
尼寺跡

東山道武蔵路跡

鎌倉街道上道

阿弥陀坂

西武国分寺線

西武多摩湖線

下河原線
（現武蔵野線）

字堀之内

字堀之内

字熊ノ郷東

祥応寺

字熊ノ郷西

字天王上

字羽根澤

ホンムラ

図１　国分寺・恋ヶ窪地区の旧景観と主要寺社位置図

400ｍ0

屋敷地（集落範囲）

国分寺崖線

高位段丘面（武蔵野段丘）

図一　近世恋ヶ窪村・国分寺村の旧景観と阿弥陀坂・無量山道成寺推定地
　　　　　（昭和 28 年３月東京都建設局調製 1/3,000 地形図「国分寺」「国分寺北」を張り合わせし、彩色・加筆）
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に
て
、
検
地
の
時
毎
戸
屋
敷
地
を
免
除
せ
ら
れ
、
併
せ
て
是
が
為

に
二
段
九
歩
の
藪
を
除
せ
ら
る
」
こ
と
か
ら
、
古
来
村
に
人
々
が

定
着
し
た
様
子
が
窺
え
る
。

　

し
か
し
、
恋
ヶ
窪
村
に
関
す
る
中
世
史
料
は
極
め
て
少
な
い
。

ま
ず
、鎌
倉
極
楽
寺
の
僧
明
空
が
流
行
宴
曲
を
集
め
た
歌
謡
集
で
、

正
安
三
年(

一
三
〇
一)
頃
の
成
立
と
さ
れ
る
『
宴
曲
抄
』
に
「
善

光
寺
修
行
」
と
題
す
る
鎌
倉
街
道
上
道
沿
い
の
各
所
を
詠
ん
だ
作

品
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
に
恋
ヶ
窪
が
登
場
す
る
。「････

小
山
田
の

里
に
き
に
け
ら
し
。
過
こ
し
方
を
へ
だ
つ
れ
ば
。
霞
の
関
と
今
ぞ
し
る
。
お

も
ひ
き
や
我
に
つ
れ
な
き
人
を
こ
ひ
。
か
く
程
袖
を
ぬ
ら
す
べ
し
と
は
。
久

米
川
の
逢
瀬
を
た
ど
る
苦
し
さ
。
武
蔵
野
は
限
り
も
し
ら
ず
は
て
も
な
し

･･･

」（
塙
保
己
一
編 

一
九
二
五 

『
続
群
書
類
従 

第
十
九
輯
下 
遊
戯
部
・
飲
食
部
』

平
文
社
よ
り
）。「
こ
い
が
く
ぼ
」
地
名
の
初
見
資
料
で
も
あ
る
。

　

続
い
て
、
京
都
聖
護
院
門
跡
の
道
興
准
后
が
文
明
一
八
年

(

一
四
八
六)

に
京
都
を
発
ち
、
翌
年
三
月
ま
で
北
陸
～
関
東
～

東
北
を
巡
っ
た
紀
行
文
『
廻
國
雑
記
』
に
「･･･

此
関
を
こ
え
過
て
。

恋
が
窪
と
い
へ
る
所
に
て
。
朽
ち
果
て
ぬ　

名
の
み
残
れ
り　

恋
が
く
ほ　

今
は
た
と
う
も　

契
り
な
ら
ず
や　

あ
る
人
の
も
と
に
ま
か
り
て
あ
そ
び
侍

り
け
る
に
。
題
を
探
て
三
十
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
。
深
夜
寒
月
。
春
秋
に　

あ
か
し
な
れ
ぬ
る　

心
さ
し　

深
き
霜
夜
の　

月
そ
し
る
ら
ん　

松
雪
夕
深
。

嵐
さ
へ　

う
つ
も
れ
は
て
て　

降
る
雪
に　

松
の
し
る
へ
も　

な
き
夕
か
な　

思
不
戀
言
。
さ
す
か
又　

か
く
と
は
え
こ
そ　

岩
こ
す
り　

下
に
乱
て　

わ

ふ
と
し
ら
な
ん･･･

」（
塙
保
己
一
編　

同
書
よ
り
）
と
あ
る
。
十
四
～
五

世
紀
の
街
道
沿
い
に
拓
け
た
宿
駅
の
一
つ
「
恋
が
窪
」
は
鎌
倉
武

士
ら
が
善
光
寺
参
り
す
る
通
過
点
で
、
室
町
時
代
に
「
恋
」
を
モ

チ
ー
フ
に
歌
詠
み
が
行
わ
れ
、
そ
の
象
徴
と
し
て
「
松
」
が
暗
示

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
ひ
と
ま
ず
注
目
を
払
っ
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、
村
内
の
古
刹
武
野
山
東
福
寺
（
真
言
宗
豊
山
派
）
は
、

本
寺
の
府
中
妙
光
院
が
所
蔵
す
る
元
文
四
年（
一
七
三
九
）の『
門

末
世
代
記
』
に
歴
代
住
職
の
名
が
み
ら
れ
、
開
山
は
未
分
明
な
が

ら
享
禄
元
年
（
一
五
二
八
）
の
中
興
と
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
同

院
所
蔵
『
本
覚
列
祖
伝
』
で
貞
観
元
年
（
八
五
九
）
に
妙
光
院
が

開
山
後
、
四
百
年
を
経
て
住
職
が
隠
居
す
る
た
め
に
東
福
寺
を
建

立
し
た
こ
と
を
伝
え
る
の
で
、
十
三
世
紀
半
ば
に
開
山
さ
れ
た
可

能
性
は
あ
る
（
藤
森
他
一
九
九
五
）。
※
三

二
．
近
世
地
誌
・
紀
行
文
に
み
る
重
忠
伝
承
の
形
成

　

さ
て
、
柴
辻
氏
が
江
戸
時
代
中
期
に
は
成
立
し
て
い
た
と
い
う

重
忠
伝
承
は
、
現
在
、
府
中
本
町
駅
近
く
に
佇
む
天
台
宗
寺
院
の

善
明
寺
に
祀
ら
れ
、
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
の
年
紀
と
造
像
関
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係
者
名
を
陽
刻
し
た
鉄
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
国
指
定
重
要
文
化

財
）
と
も
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
※
四  

鉄
仏
は
江
戸
時
代
後
期
に

は
六
所
宮
（
大
國
魂
神
社
）
参
道
脇
の
鉄
仏
堂
に
祀
ら
れ
て
い
た

が
、
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
に
伴
い
現
在
地
へ
移
さ
れ
、
さ
ら
に

古
く
は
恋
ヶ
窪
村
も
し
く
は
国
分
寺
村
に
所
在
し
た
と
い
う
由
緒

を
持
っ
て
い
る
。
本
仏
像
の
来
歴
を
伝
承
に
絡
め
て
考
察
し
た

小
野
一
之
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
六
所
宮
神
主
家
に
「
享
保
の

頃
、
国
分
寺
村
の
黒
鉄
谷
戸
で
発
掘
さ
れ
た
」
と
伝
承
さ
れ
る
鉄

仏
は
、
し
ば
ら
く
露
座
と
な
っ
て
い
た
時
期
を
経
て
、
寛
政
七

年
（
一
七
九
五
）
の
紀
行
文
『
武
蔵
野
草
』
に
鉄
仏
堂
の
存
在
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
天
明
期
（
一
七
八
一
～
八
九
）
ま
で
に
六
所
宮

へ
移
さ
れ
た
も
の
で
、
元
々
は
武
蔵
国
分
僧
寺
か
尼
寺
、
ま
た
は

そ
の
関
連
堂
舎
に
所
在
し
、
そ
こ
に
恋
ヶ
窪
の
重
忠
伝
説
が
す
り

込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
数
奇
な
来
歴
を
推
測
し
て
い
る

（
小
野
二
〇
一
一
）。
以
下
、
小
野
氏
の
先
行
研
究
に
学
び
つ
つ
、

恋
ヶ
窪
地
区
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
重
忠
伝
承
の
形
成
過
程
を
み
て

い
き
た
い
。
※
五

　

ま
ず
、田
澤
義
章
が
享
保
二
一
年(

一
七
三
六)

に
著
し
た
『
武

蔵
野
地
名
考
』の「
恋
ヶ
窪
」項
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。「
古

へ
京
師
よ
り
み
ち
の
く
に
至
る
の
往
復
の
地
な
り
、
此
駅
に
遊
女
な
ど
あ
り

し
也
、
今
は
武
蔵
の
の
中
の
民
家
と
な
り
、
恋
が
く
ぼ
村
な
む
云
、
藤
原
の

孝
標
女
さ
ら
し
な
の
日
記
に
、
遊
び
と
も
き
た
り
て
な
ど
か
け
る
、
此
と
こ

ろ
な
る
べ
し
、さ
ら
し
な
の
日
記
事
な
が
け
れ
ば
、こ
ゝ
に
も
ら
し
つ
」。恋
ヶ

窪
村
は
古
く
か
ら
往
還
の
要
地
で
、
か
つ
て
は
遊
女
が
い
た
こ
と

を
伝
え
る
。
そ
し
て
平
安
時
代
の
中
頃
に
菅
原
孝
標
女
が
自
身
の

回
想
録
と
し
て
著
し
た
『
更
級
日
記
』
を
と
り
あ
げ
、
上
総
国
司

の
任
期
を
終
え
て
帰
京
す
る
父
孝
標
に
従
っ
て
恋
ヶ
窪
を
訪
れ
た

と
し
て
い
る
が
、
同
日
記
中
に
恋
ヶ
窪
の
記
述
は
存
在
し
な
い
。

　

続
い
て
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
古
川
古
松
軒
著
『
四
神

地
名
録
』「
恋
ヶ
窪
村
」
の
項
を
掲
げ
る
。「
村
名
珍
し
き
称
号
也
。

初
に
い
ふ
こ
と
く
古
し
へ
の
古
道
に
て
、
む
か
し
は
傾
城
数
多
有
り
て
は
ん

じ
や
ふ
の
所
に
て
、
畠
山
重
忠
に
愛
せ
ら
れ
し
遊
君
自
殺
し
、
死
せ
し
し
る

し
の
松
有
り
。
土
人
傾
城
が
松
と
称
ず
。
い
か
に
も
年
ふ
り
し
老
樹
に
て
、

逆
枝
を
う
ち
て
風
ぞ
く
よ
き
松
也
。
阿
弥
陀
坂
と
い
ふ
所
に
草
ぶ
き
の
阿
弥

陀
堂
有
り
。
重
忠
彼
傾
城
菩
薩
の
為
に
、
府
中
に
今
有
る
阿
弥
陀
仏
を
安
置

せ
し
旧
地
と
い
ふ
也
。
う
た
が
う
ふ
へ
き
も
な
き
実
跡
と
思
は
れ
て
、
む
か

し
を
思
ふ
情
あ
り
し
也
。
松
の
あ
り
し
地
に
、
古
し
へ
は
無
量
山
道
成
寺
と

号
せ
し
寺
院
の
有
り
し
よ
し
。
云
ひ
伝
へ
の
み
に
て
今
は
な
し
。
う
つ
り
か

わ
る
は
世
の
流
行
に
し
て
、
今
は
至
而
淋
し
き
僻
地
也
。
恋
が
窪
の
地
よ
り

は
古
墓
を
ほ
り
出
せ
し
事
な
か
ら
、
い
ま
い
ま
と
や
ら
ん
土
人
い
ふ
て
、
本
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の
地
中
へ
ほ
り
埋
し
と
の
事
也
。
け
ふ
も
往
来
の
傍
ら
に
応
永
年
中
の
古
墓

有
り
し
な
り
。
今
年
ま
て
凡
四
百
余
年
な
る
年
号
也
。
珍
し
と
い
ふ
べ
し
」。

こ
こ
で
畠
山
重
忠
と
遊
女
の
悲
恋
説
話
が
現
れ
、
物
語
の
象
徴
と

し
て
「
松
（
傾
城
の
松
）」
の
存
在
を
強
調
す
る
。
ま
た
、
今
は

府
中
六
所
宮
に
あ
る
阿
弥
陀
仏
は
、
重
忠
が
遊
女
の
菩
提
を
弔
う

た
め
に
造
立
し
、
元
々
は
阿
弥
陀
坂
の
阿
弥
陀
堂
に
祀
っ
て
い
た

も
の
で
、
す
で
に
廃
寺
と
な
っ
て
い
た
道
成
寺
の
近
く
に
は
傾
城

の
松
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
さ
ら
に
地
中
か
ら
古
墓
が

発
見
さ
れ
、
路
傍
に
応
永
期
の
板
碑
が
造
立
さ
れ
て
い
た
様
子
も

窺
い
知
れ
る
。

　

恋
ヶ
窪
は
、
狂
詩
・
狂
歌
・
洒
落
本
作
者
で
著
名
な
大
田
南
畝

の
先
祖
所
縁
の
地
で
も
あ
っ
た
。
文
化
六
年（
一
八
〇
九
）の『
調

布
日
記
』
に
は
恋
ヶ
窪
村
を
訪
ね
た
旅
行
記
が
あ
る
。「･･･

こ
れ

よ
り
う
し
ろ
の
松
の
林
を
わ
け
ゆ
き
て
、
川
越
の
道
に
い
で
て
恋
が
窪
村
に

い
た
ら
ん
と
す
、
此
村
は
、
予
が
先
祖
大
田
の
名
字
の
あ
る
所
な
れ
ば
、
一

し
ほ
な
つ
か
し
く
ゆ
き
ゆ
き
て
道
の
左
に
榜
示
あ
り
、
も
と
の
御
代
官
早
川

八
郎
左
衛
門
支
配
所
、
恋
か
窪
村
と
あ
り
、
左
の
小
高
き
所
に
寺
あ
り
、
武

蔵
山
東
福
寺
と
い
ふ
真
言
宗
門
の
さ
し
入
に
石
の
地
蔵
尊
む
か
ひ
た
て
り
、

石
坂
を
の
ぼ
り
み
れ
ば
宝
篚
印
塔
石
あ
り
、
側
に
彼
岸
ざ
く
ら
を
三
四
株
う

え
置
た
る
が
花
や
や
ひ
ら
け
り
、
此
所
に
石
碑
を
た
て
て
先
祖
の
事
を
も
記

し
を
か
ま
し
と
思
ふ
も
あ
ら
ま
し
ご
と
な
る
べ
し
、
右
の
小
道
に
入
り
て
小

流
を
わ
た
り
、
此
村
の
里
正
某
が
家
に
い
こ
ふ
、
此
家
の
う
し
ろ
に
牛
頭
天

王
の
小
祠
あ
り
、
神
木
の
松
一
葉
の
松
な
り
、
一
む
ら
竹
の
し
げ
り
た
る
中

に
く
ぼ
か
な
る
所
あ
り
、
こ
れ
古
へ
の
北
国
街
道
な
り
と
あ
る
じ
い
へ
り
、

傾
城
か
松
み
ん
と
て
立
い
て
で
ゆ
く
、
畑
は
瓜
畑
な
り
と
い
ふ
、
ゆ
き
ゆ
き

て
八
幡
の
小
社
あ
り
、
傾
城
か
松
は
大
き
な
る
松
な
り
、
か
た
は
ら
に
も
二

本
ば
か
り
、
そ
れ
よ
り
す
こ
し
ち
い
さ
き
木
あ
り
、
畠
山
重
忠
の
愛
妓
の
し

る
し
の
松
な
り
と
云
、
又
立
帰
る
道
の
右
に
道
場
畑
と
い
ふ
所
あ
り
、
又
右

の
方
に
阿
弥
陀
坂
と
い
ふ
あ
り
、
こ
の
小
高
き
所
に
草
ぬ
き
の
阿
弥
陀
堂
あ

り
、
府
中
六
社
に
あ
る
所
の
阿
弥
陀
仏
は
此
所
に
あ
り
し
と
云
、
四
神
地
名

録
に
松
の
あ
り
し
地
に
、
右
は
無
量
山
道
城
寺
と
号
せ
し
寺
院
の
あ
り
し
よ

し
を
い
へ
ど
左
に
て
は
あ
る
ま
じ
、
此
道
場
畑
と
い
へ
る
所
に
あ
り
し
な
る

べ
し
と
思
は
る
、
此
阿
弥
陀
堂
も
其
境
内
に
て
あ
り
し
な
る
べ
し
、
今
は
無

住
な
り
、
青
石
の
碑
あ
り
し
が
年
号
み
え
ず
、
此
地
よ
り
古
墓
を
ほ
り
出
せ

し
事
な
が
ら
、
い
ま
い
ま
し
と
や
ら
ん
土
人
い
ひ
て
も
と
の
地
中
へ
ほ
り
埋

し
と
の
事･･･

な
り
と
、
地
名
録
に
見
え
た
る
も
わ
か
遠
つ
お
や
の
墓
な
と

も
あ
り
し
な
ら
ん
と
し
の
ば
し･･･

」。
名
主
家
の
屋
敷
に
は
牛
頭
天

王
の
祠
と
神
木
の
「
一
葉
の
松
」、
そ
し
て
竹
藪
の
中
に
切
通
し

状
の
古
道
跡
（
古
代
の
東
山
道
武
蔵
路
跡
）
が
あ
り
、「
一
葉
の
松
」

と
は
別
に
重
忠
縁
の
大
樹
「
傾
城
の
松
」
が
八
幡
小
社
の
脇
に
立
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国分寺市の畠山重忠伝承と無量山道成寺　―恋ヶ窪の地域説話をめぐって―

つ
。
そ
の
帰
路
で
は
阿
弥
陀
坂
の
草
葺
堂
へ
立
ち
寄
り
、
松
が
立

つ
坂
の
上
は
無
量
山
道
城
寺
の
跡
地
で
、
路
傍
に
年
紀
不
明
の
石

碑
が
あ
る
光
景
を
記
録
し
て
い
る
。

　

同
じ
く
、
十
九
世
紀
前
半
の
地
誌
類
を
幾
つ
か
み
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
の
植
田
孟
縉
撰
『
武
蔵
名
勝
図

会
』
は
国
分
寺
村
に
「
姿
見
之
池
」
の
項
を
掲
げ
、「
国
分
寺
よ
り

僅
か
に
東
の
方
、
村
居
の
内
に
あ
る
小
池
な
り
。
中
に
島
あ
り
て
、
弁
財
天

の
小
祠
あ
り
。
鳥
居
は
村
内
往
来
道
の
端
に
あ
り
。
こ
こ
よ
り
池
ま
で
廿
間

程
あ
り
。
こ
の
池
を
名
付
け
て
、
小
野
小
町
姿
見
之
池
と
号
す
。
往
古
小
町

武
蔵
国
ま
で
来
た
り
し
頃
は
盛
か
り
も
過
ぎ
け
れ
ば
、
日
毎
に
姿
を
水
鏡
に

う
つ
し
見
て
、
面
影
の
変
じ
け
る
を
な
げ
き
け
る
と
云
。
弁
財
天
は
小
町
が

精
を
祀
る
と
ぞ
。
西
勝
院
に
寺
伝
の
説
あ
り
」
と
記
し
、
現
在
の
西
元

町
地
区
に
所
在
す
る
「
真
姿
の
池
湧
水
群
」（
東
京
都
指
定
名
勝
）

を
「
姿
見
の
池
」
だ
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
恋
ヶ
窪
村

は
「
往
古
の
官
道
に
て
、
府
中
へ
出
る
駅
次
な
り
。
い
ま
は
府
中
領
と
号
し
、

府
中
よ
り
川
越
へ
行
く
道
な
り
。
村
の
中
程
よ
り
少
し
南
の
方
に
当
た
り
て
、

往
昔
の
駅
舎
の
跡
と
て
古
瓦
な
ど
多
く
畠
中
よ
り
掘
り
だ
す
こ
と
あ
り
。
又

云
鎌
倉
の
繁
昌
な
る
と
き
は
、
こ
こ
に
遊
女
町
あ
り
し
と
な
ん
。
そ
れ
ゆ
え
、

傾
城
松
な
ど
と
号
す
る
も
あ
り
」
と
概
観
し
、『
廻
国
雑
記
』
に
触
れ

つ
つ
次
に
掲
げ
る
名
所
旧
跡
を
紹
介
す
る
。

傾
成
松　
久
米
川
へ
行
く
道
の
八
幡
窪
と
て
、
村
鎮
守
八
幡
宮
の
傍
ら
に
あ

り
。
囲
り
一
丈
一
尺
許
。
又
云
こ
の
松
は
傾
城
町
の
界
の
松
な
り
し
と
云
。

一
葉
松　
囲
り
五
尺
許
。
往
古
の
親
木
は
枯
れ
て
、
根
株
二
ツ
あ
り
。
右
同

村
の
村
長
の
屋
敷
内
に
あ
り
。
古
街
道
の
傍
な
り
。

古
街
道　
道
幅
五
、六
間
、
府
中
よ
り
久
米
川
道
な
り
。
右
同
村
に
あ
り
。
い

ま
は
村
長
が
屋
敷
内
に
そ
の
跡
あ
り
。

涎
塚　

右
同
村
に
あ
り
。
川
越
道
の
傍
に
し
て
、
国
分
寺
村
界
な
り
。
高

さ
七
尺
程
。
塚
の
謂
わ
れ
不
知
。
塚
上
に
板
石
の
古
碑
あ
り
「
応
永
九
年

（
一
四
〇
二
）
壬
午
八
月
十
五
日
、
了
圭
禅
尼
」

傾
城
松
と
一
葉
松
と
い
う
二
本
の
大
樹
が
村
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

で
、
国
分
寺
村
境
に
応
永
九
年
の
板
碑
と
高
さ
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
塚
（
涎
塚
）
が
あ
り
、古
瓦
が
出
土
す
る
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

　

ま
た
、文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）
の
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』

の
恋
ヶ
窪
村
の
項
で
は
、
八
幡
宮
・
彌
陀
堂
・
阿
弥
陀
坂
・
恋
ヶ

窪
・
傾
城
が
松
を
名
所
と
し
て
紹
介
し
、
八
幡
宮
脇
の
傾
城
の
松

を
重
忠
と
結
び
つ
け
る
伝
承
は
俗
説
で
あ
る
こ
と
や
、
高
安
寺
の

末
寺
で
あ
る
彌
陀
堂
は
、
以
前
は
無
量
山
道
成
寺
も
し
く
は
飯
寺

と
号
し
て
い
た
様
子
を
伝
え
る
（
注
八
参
照
）。

　

さ
ら
に
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
の
『
江
戸
名
所
図
会
』
の

恋
ヶ
窪
村
の
項
で
も
、
長
谷
川
雪
旦
の
挿
絵
に
『
廻
國
雑
記
』
の
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道
興
准
后
の
歌
を
添
え
て
阿
弥
陀
堂
・
傾
城
松
・
牛
頭
天
王
を
名

所
と
し
て
掲
げ
（
図
二
）、
阿
弥
陀
坂
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

阿
弥
陀
坂　
富
士
見
塚
よ
り
十
三
町
あ
ま
り
を
隔
て
て
、
恋
が
窪
村
の
地
北

へ
向
ひ
て
下
る
坂
を
云
ふ
。こ
の
坂
の
左
に
傍
ひ
た
る
岡
に
草
案
あ
り
。土
人
、

阿
弥
陀
堂
と
称
す
。
木
造
の
阿
弥
陀
如
来
を
本
尊
と
す
。
延
享
四
年
鶴
心
と

云
ふ
僧
、
こ
の
草
庵
の
廃
れ
た
る
を
興
す
。
土
人
云
ふ
、
古
へ
の
本
尊
は
銅

像
に
し
て
、
今
府
中
六
所
宮
の
社
地
に
あ
る
も
の
こ
れ
な
り
と
。
相
伝
ふ
往

古
畠
山
庄
司
次
郎
重
忠
、
こ
の
地
恋
が
窪
の
駅
舎
に
や
ど
り
し
頃
、
寵
愛
せ

し
遊
君
あ
り
し
が
、
重
忠
平
家
追
討
に
つ
き
て
西
国
へ
出
陣
せ
ら
る
。
然
る

に
そ
の
後
、
を
こ
の
も
の
あ
り
て
、
重
忠
討
死
し
た
る
由
い
つ
は
す
か
し
た

り
し
を
実
と
し
、
か
の
遊
君
歎
き
の
あ
ま
り
終
に
自
殺
し
た
り
し
を
、
後
重

忠
聞
き
て
あ
は
れ
み
、
か
の
遊
君
が
節
操
を
感
じ
、
菩
提
の
為
に
こ
の
阿
弥

陀
堂
を
建
立
し
、
銕
を
以
っ
て
弥
陀
如
来
の
像
を
鋳
て
安
置
せ
し
と
い
ふ
。

因
み
に
云
ふ
、
こ
の
地
に
道
場
畑
と
字
す
る
地
あ
り
。
土
人
云
ふ
、
む
か
し

こ
の
地
に
無
量
山
道
成
寺
と
号
す
る
寺
院
あ
り
し
故
に
、
し
か
唱
ふ
る
と
ぞ
。

し
か
る
と
き
は
、
こ
の
阿
弥
陀
堂
も
そ
の
境
内
に
あ
り
し
も
の
な
る
べ
き
歟
。

又
云
ふ
、
今
府
中
六
所
宮
の
社
地
に
あ
る
所
の
、
銕
像
の
弥
陀
仏
は
、
重
忠

愛
せ
し
遊
君
の
菩
提
の
為
造
立
す
る
所
の
仏
体
な
り
と
い
へ
ど
も
、
そ
の
仏

像
の
銘
文
年
号
等
を
考
ふ
れ
ば
、
重
忠
と
は
時
世
大
い
に
違
ひ
、
誤
り
な
る

図３　『江戸名所図会』より恋ヶ窪・阿弥陀堂・傾城松・牛頭天王（一部、文字を加筆）

阿
弥
陀
堂

庵

あ
み
だ
坂

こ
ひ
が
く
ぼ

東
福
寺

富
士
見
坂

庵

傾
城
松

八
ま
ん

熊
野

図二　『江戸名所図絵』恋ヶ窪・阿弥陀堂・傾成松・牛頭天王の挿絵（一部、文字を加筆）
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事
明
ら
け
し
。
猶
、
六
所
の
宮
の
条
下
を
み
る
べ
し
。

　

悲
恋
説
話
で
は
遊
女
に
横
恋
慕
す
る
別
の
男
が
登
場
し
、
男
の

虚
言
に
よ
り
遊
女
が
自
害
す
る
件
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

阿
弥
陀
堂
の
旧
本
尊
は
六
所
宮
の
鉄
仏
で
、
重
忠
が
亡
き
遊
女
の

菩
提
を
弔
う
た
め
に
造
立
し
た
と
流
布
さ
れ
て
い
た
が
、
仏
像
の

年
号
銘
は
重
忠
の
生
存
年
で
は
な
く
、
伝
承
が
誤
り
で
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
各
種
地
誌
・
紀
行
文
か
ら
、
街
道
沿
い
の
恋
ヶ
窪
に

嘗
て
遊
女
が
集
う
宿
場
町
が
あ
り
、
遊
女
と
重
忠
の
恋
に
纏
わ
る

説
話
の
象
徴
と
し
て
松
や
、
六
所
宮
の
阿
弥
陀
仏
に
因
ん
で
阿
弥

陀
坂
・
阿
弥
陀
堂
の
旧
跡
が
観
光
名
所
と
し
て
喧
伝
さ
れ
た
様
子

が
わ
か
る
。
ま
た
、
傾
城
松
と
は
別
に
名
主
家
の
屋
敷
地
に
も
一

葉
松
と
呼
ば
れ
る
大
樹
が
あ
り
、
往
来
す
る
人
々
に
と
っ
て
恋
ヶ

窪
は
松
を
目
印
と
す
る
景
勝
地
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
遊
女
が

自
身
の
姿
を
映
し
た
と
い
う
「
姿
見
の
池
」
や
「
夙
妻
太
夫
」
は
、

こ
の
時
期
の
資
料
に
は
見
ら
れ
な
い
。
※
六

三
．
恋
ヶ
窪
廃
寺
跡
と
無
量
山
道
成
寺

　

近
世
中
～
後
期
の
地
誌
・
紀
行
文
で
各
地
の
名
所
旧
跡
が
注
目

さ
れ
る
と
、
武
蔵
国
分
寺
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
国
の

史
跡
指
定
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
僧
尼
寺
主
要

伽
藍
の
範
囲
外
に
も
幾
つ
か
の
地
点
で
礎
石
や
古
瓦
が
散
布
し
て

い
る
状
況
が
指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
に
石
村
喜
英
氏
が
「
寺
院

国
分
寺
の
西
北
方
約
十
町
の
国
分
寺
字
恋
ヶ
窪
、
阿
弥
陀
坂
西
側

の
山
中
に
若
干
み
ら
れ
る
」
と
い
う
現
在
の
西
国
分
寺
駅
南
側
一

帯
に
広
が
る
雑
木
林
が
あ
り
（
石
村
一
九
六
〇
）、
武
蔵
野
線
と

同
駅
の
開
業
に
向
け
て
宅
地
開
発
の
波
が
押
し
寄
せ
た
こ
と
か
ら

昭
和
四
六
～
五
七
年
に
発
掘
調
査
が
五
回
実
施
さ
れ
、後
に「
恋
ヶ

窪
廃
寺
跡
」
と
命
名
さ
れ
る
古
代
末
～
中
世
の
寺
院
跡
の
存
在
が

判
明
し
た
。

　

遺
跡
は
北
側
に
恋
ヶ
窪
谷
を
見
下
ろ
す
標
高
約
八
十
メ
ー
ト
ル

の
台
地
縁
辺
部
に
立
地
し
（
図
一
）、
中
央
を
南
北
方
向
に
一
本

の
道
路
跡
が
縦
貫
す
る
。
本
道
路
跡
は
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
南
方

で
国
分
寺
崖
線
を
切
通
状
に
開
削
し
、
崖
下
は
古
代
武
蔵
国
分
尼

寺
の
中
枢
伽
藍
上
に
重
畳
し
て
伸
び
、
さ
ら
に
そ
の
延
長
経
路
上

で
行
っ
た
市
内
お
よ
び
府
中
市
域
の
発
掘
調
査
で
は
複
数
地
点
で

幅
約
十
メ
ー
ト
ル
の
硬
質
面
と
側
溝
が
点
々
と
見
つ
か
り
、
中
世

鎌
倉
街
道
上
道
の
痕
跡
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
対
し
て
北
方

は
、近
世
恋
ヶ
窪
村
「
ホ
ン
ム
ラ
」
の
中
心
を
南
北
に
突
き
抜
け
、

東
福
寺
の
東
側
を
走
る
現
道
は
鎌
倉
街
道
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
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る
。
な
お
、
本
遺
跡
と
「
ホ
ン
ム
ラ
」
を
繋
ぐ
区
間
は
、
明
治

二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
開
通
し
た
甲
武
鉄
道
の
線
路
軌
道
で
大

き
く
滅
失
し
て
い
る
が
、当
該
範
囲
こ
そ
『
四
神
地
名
録
』
や
『
江

戸
名
所
図
会
』
等
で
恋
ヶ
窪
の
名
所
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
阿
弥
陀

坂
で
あ
り
、
中
央
線
西
国
分
寺
駅
上
り
ホ
ー
ム
脇
に
は
現
在
も
か

ろ
う
じ
て
切
通
し
状
の
景
観
を
留
め
て
い
る
。
ま
た
、
駅
周
辺
の

再
開
発
事
業
に
伴
い
平
成
十
三
年
に
行
っ
た
発
掘
調
査
で
は
阿
弥

陀
坂
の
一
部
が
箱
堀
状
の
道
路
跡
と
し
て
検
出
さ
れ
、
そ
の
後
も

恋
ヶ
窪
廃
寺
跡
の
周
辺
一
帯
で
は
平
成
十
六
年
ま
で
調
査
が
続
い

て
い
る
（
図
三
）。
こ
の
う
ち
五
次
調
査
ま
で
の
成
果
概
要
は
有

吉
重
蔵
氏
が
市
史
上
巻
で
触
れ
、
発
見
さ
れ
た
礎
石
建
て
建
物
一

棟
、
掘
立
柱
建
物
七
棟
、
塀
跡
六
条
、
墓
壙
（
土
壙
墓
・
火
葬
墓
）

約
四
十
基
、
方
形
周
溝
状
遺
構
二
基
、
そ
の
他
多
数
の
溝
跡
は
、

遺
構
の
重
複
関
係
や
主
軸
方
位
、
出
土
遺
物
等
か
ら
三
時
期
の
変

遷
過
程
が
あ
る
と
把
え
て
い
る
（
有
吉
一
九
八
六
）。
要
約
す
る

と
、
第
一
期
（
創
建
期
）
は
礎
石
建
て
建
物
が
該
当
し
、
そ
の
規

模
は
東
西
九
メ
ー
ト
ル
、
南
北
十
．
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
〇
．
三

メ
ー
ト
ル
の
土
壇
上
に
建
ち
、
礎
石
や
根
固
め
石
を
十
箇
所
で
確

認
し
た
建
物
規
模
の
詳
細
は
不
明
な
が
ら
、
出
土
し
た
瓦
は
九
世

紀
中
頃
～
十
世
紀
が
主
体
を
占
め
て
い
る
と
い
う
。
第
二
期
は
鎌

倉
街
道
に
東
面
し
、
溝
で
区
画
し
た
範
囲
の
内
側
に
複
数
の
掘
立

柱
建
物
群
や
方
形
周
溝
状
遺
構
を
配
す
る
再
建
寺
院
で
、
重
複
し

合
う
遺
構
の
う
ち
主
軸
方
位
が
揃
う
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
新
旧
二
時

期
に
細
分
化
で
き
、
十
三
世
紀
末
頃
を
中
心
に
十
一
世
紀
中
頃
か

ら
十
四
世
紀
後
半
の
年
代
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
宗
派
は
街
道

に
東
面
す
る
伽
藍
配
置
や
恋
ヶ
窪
村
の
鎮
守
熊
野
神
社
の
存
在
か

ら
時
宗
系
、
も
し
く
は
方
形
周
溝
状
遺
構
が
禅
宗
の
葬
法
に
関
連

す
る
も
の
だ
と
し
て
禅
宗
系
に
想
定
し
た
。
そ
し
て
第
三
期
は
区

画
溝
が
埋
没
し
、
第
二
期
の
建
物
は
存
続
し
つ
つ
、
土
壙
墓
・
火

葬
墓
・
火
葬
骨
集
中
地
点
な
ど
墓
壙
を
主
体
に
板
碑
が
造
立
さ
れ

た
場
へ
と
変
化
し
、
十
四
世
紀
後
半
か
ら
十
五
世
紀
末
の
年
代
を

充
て
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
第
一
期
は
武
蔵
国
分
寺
と
同
笵
の
軒
先
瓦
を
含
む
こ

と
か
ら
、礎
石
建
て
建
物
を
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
二
年
（
七
七
一
）

十
月
己
卯
条
に
「･･･

其
東
山
駅
路
、
従
上
野
国
新
田
駅
、
達
下

野
足
利
駅
、
此
便
道
也
、
而
枉
従
上
野
国
邑
楽
郡
、
経
五
箇
駅
、

到
武
蔵
国･･･

」と
記
載
さ
れ
た
東
山
道
武
蔵
路
の
五
駅
中
の「
某

駅
」
に
比
定
す
る
説
や
（
坂
詰
二
〇
〇
七
）、
僧
・
尼
の
山
林
修

行
の
場
と
考
え
る
説
（
有
吉
二
〇
一
四
）
な
ど
、
国
分
寺
に
関
連

す
る
建
物
と
し
て
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、
瓦
の
出
土
量
自
体
が
少
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な
く
、
礎
石
の
根
固
め
用
に
国
分
寺
瓦
が
運
ば
れ
て
き
た
可
能
性

も
あ
る
な
ど
、
礎
石
建
て
建
物
を
瓦
葺
と
み
る
見
解
そ
の
も
の
に

も
疑
義
が
あ
る
と
い
う
（
有
吉
一
九
八
六
）。
旧
市
史
で
触
れ
ら

れ
た
遺
跡
の
枢
要
部
分
に
あ
た
る
三
～
五
次
の
調
査
報
告
書
は
未

完
の
た
め
現
時
点
で
詳
細
は
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
遺

跡
の
変
遷
も
第
一
期
と
第
二
期
で
継
続
性
を
も
つ
の
か
、
あ
る
い

は
断
絶
す
る
の
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
既
刊
の
市
史

や
発
掘
調
査
報
告
書
で
紹
介
さ
れ
た
恋
ヶ
窪
廃
寺
跡
出
土
の
板

碑
の
う
ち
紀
年
銘
を
伴
う
も
の
は
二
二
枚
を
数
え
、
嘉
暦
三
年

（
一
三
二
八
）
か
ら
明
応
四
年
（
一
四
九
五
）
ま
で
の
年
号
を
有

し
て
い
る
が
、
※
七  

第
二
・
三
期
と
も
に
当
該
地
は
板
碑
造
立
の
場

で
あ
っ
た
こ
と
に
も
な
り
、
三
時
期
区
分
で
捉
え
る
遺
跡
の
評
価

自
体
も
再
検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、

発
掘
調
査
で
は
十
七
～
十
九
世
紀
の
陶
磁
器
類
が
出
土
し
て
い
る

も
の
の
、『
四
神
地
名
録
』
に
「
云
ひ
伝
え
の
み
に
て
今
は
な
し
」

と
あ
る
よ
う
に
、
十
八
世
紀
末
時
点
で
は
既
に
寺
院
は
存
在
し
て

い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
十
五
世
紀
末
以
降
も
存
続
し
て
い

た
か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
阿
弥
陀
坂
の
上
に
あ
る
恋
ヶ

窪
廃
寺
跡
は
、
国
分
寺
村
と
の
境
界
に
近
く
、
恋
ヶ
窪
村
域
側
に

含
ま
れ
る
と
い
う
地
理
的
な
条
件
を
考
え
れ
ば
、
文
献
に
み
え
る

•••

• • •

• • •

• • •

•••

• • •

• •• ••

100ｍ0

発掘調査範囲
溝

墓壙（火葬墓・土壙墓）
礎石建て建物
掘立柱建物

板碑密集地点

凡    例

道
街
中
府

道
街
中
府

J
R

線
野
蔵
武

JR 中央線

西国分寺駅

いずみホール

姿見の池

西国分寺レガ

•• ••••

▲

鎌

倉

街

道

鎌

倉

街

道

昭和46～57年調査
（第1～5次調査）

平成13年調査

平成16年調査

昭和63年調査

昭和46～57年調査
（第1～5次調査）

平成13年調査

平成16年調査

昭和63年調査

図三 恋ヶ窪廃寺跡と周辺の中世遺構群
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「
無
量
山
道
成
寺
」
で
あ
る
蓋
然
性
は
充
分
に
あ
る
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。
※
八

四
．
近
代
以
降
の
重
忠
伝
承
の
さ
ら
な
る
脚
色
化

　

重
忠
が
最
期
を
迎
え
た
横
浜
の
二
俣
川
地
域
で
、
今
日
に
通
底

す
る
重
忠
像
の
形
成
過
程
を
検
討
し
た
阿
諏
訪
青
美
氏
に
よ
る

と
、
中
世
に
成
立
し
た
『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』
等
に

記
さ
れ
た
「
鵯
越
の
逆
落
と
し
」
や
「
宇
治
川
の
先
陣
争
い
」
の

活
躍
譚
を
母
胎
と
し
な
が
ら
、
源
平
合
戦
五
百
年
忌
に
東
大
寺
大

仏
殿
建
立
の
勧
進
興
行
を
兼
ね
て
創
作
さ
れ
た
近
松
門
左
衛
門

の
『
出
世
景
清
』（
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
成
立
）
が
イ
メ
ー

ジ
の
定
着
に
最
も
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
作
品
で
あ
る
と
い
い
、
さ

ら
に
近
代
以
降
に
は
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
の
教
育
令
改
正

で
「
修
身
」
が
重
要
視
さ
れ
て
教
科
書
に
重
忠
が
登
場
す
る
と
、

豪
勇
・
忠
義
・
清
廉
潔
白
や
教
養
の
深
さ
を
象
徴
す
る
「
武
士
の

鑑
」
と
し
て
の
重
忠
像
が
確
立
し
た
（
阿
諏
訪
二
〇
二
二
）。
そ

し
て
、
近
世
以
降
に
流
布
し
た
様
々
な
重
忠
に
纏
わ
る
伝
承
は
、

北
限
は
北
海
道
か
ら
南
限
は
鹿
児
島
県
に
い
た
る
ま
で
、
四
国
・

中
国
地
方
以
外
の
地
域
で
約
二
百
箇
所
に
分
布
し
、
な
か
で
も
埼

玉
県
が
六
五
、
東
京
都
が
三
二
、
神
奈
川
県
が
四
三
箇
所
を
数
え
、

畠
山
氏
の
所
領
地
で
あ
っ
た
武
蔵
国
と
幕
府
の
置
か
れ
た
相
模
国

に
全
体
の
七
割
が
集
中
し
て
い
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
て
い
る
（
村

松
二
〇
一
二
）。

　

こ
う
し
た
一
連
の
過
程
の
な
か
で
、
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）

に
府
中
町
青
年
会
が
発
行
し
た
『
武
蔵
国
府
名
蹟
誌
』
の
「
善
明

寺
（
府
中
町
）」「（
国
寶
）
阿
弥
陀
佛
の
由
来
」
項
に
、
重
忠
と

恋
仲
に
あ
っ
た
遊
女
の
名
前
が
は
じ
め
て
登
場
し
て
く
る
。

「
抑
も
善
明
寺
境
内
に
安
置
し
あ
る
鐵
佛
阿
弥
陀
如
来
、
御
胎
内
秘
佛
の
小

像
は
鋳
造
年
月
詳
な
ら
ず
と
雖
も
大
正
四
年
を
去
る
こ
と
凡
そ
七
百
五
十
年

餘
の
古
佛
な
り
、
今
其
の
由
来
を
尋
ぬ
る
に
、
疇
昔
秩
父
荘
司
次
郎
畠
山
重

忠
當
地
附
近
の
戀
が
窪
に
數
々
遊
び
し
折
し
も
或
時
夙
妻
太
夫
の
美
貌
衆
人

に
勝
れ
た
る
を
憎
か
ら
ず
思
ひ
そ
め
け
り
、
彼
の
夙
妻
太
夫
ま
た
此
の
殿
君

な
つ
か
し
と
思
ひ
な
づ
み
て
果
て
は
日
毎
に
相
見
ん
こ
と
の
叶
す
果
報
の
う

れ
し
さ
を
人
知
れ
ず
こ
そ
一
人
笑
み
つ
つ
あ
り
し
に
生
者
必
滅
會
者
定
離
は

世
の
な
ら
は
せ
と
は
云
ひ
な
が
ら
、
戀
ひ
し
た
ふ
殿
君
は
義
経
平
家
追
討
の

一
味
に
加
は
り
関
東
武
士
の
腕
前
見
す
べ
き
時
こ
そ
来
れ
ど
関
西
の
方
に
出

で
向
は
ん
と
一
度
立
ち
上
り
し
が
、
夙
妻
太
夫
の
こ
と
を
顧
み
て
は
必
残
ら

ざ
る
に
あ
ら
ず
、
せ
め
て
は
暫
時
の
別
れ
ぞ
と
一
言
を
遺
さ
ん
に
は
と
て
事

の
始
終
を
聞
か
せ
け
れ
ば
、
夙
妻
太
夫
聞
く
よ
り
早
く
も
泣
き
伏
し
に
け

り
、
重
忠
言
葉
を
改
め
て
曰
く
、
御
身
の
い
と
し
さ
我
な
ら
で
知
る
人
な
け
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ん
、
然
れ
ど
も
我
こ
た
ひ
出
陣
せ
ん
事
如
何
に
諦
め
て
時
節
の
来
る
を
待
ち

玉
へ
と
云
ひ
け
れ
ば
、
夙
妻
太
夫
ふ
り
落
る
涙
を
ぬ
ぐ
ひ
つ
つ
、
つ
れ
な
き

殿
君
の
仰
せ
か
な
、
せ
め
て
の
こ
と
御
情
に
御
供
の
ほ
ど
お
許
し
玉
へ
ぞ
か

し
と
て
、
今
は
狂
乱
の
如
く
す
が
り
嘆
く
を
重
忠
お
し
宥
め
つ
つ
、
我
等
が

武
運
を
祈
り
玉
へ
と
て
鎧
の
袖
を
振
り
拂
ひ
、
後
れ
て
人
の
笑
草
に
さ
れ
ま

じ
と
早
く
も
馬
に
鞭
を
ぞ
あ
て
に
け
る
、
取
り
の
こ
さ
れ
し
彼
の
夙
妻
太
夫

は
長
き
日
の
春
も
い
つ
し
か
過
ぎ
さ
り
て
思
ひ
つ
づ
く
る
長
き
夜
も
秋
も
い

つ
し
か
暮
れ
に
け
り
さ
れ
ど
我
戀
ひ
し
と
ふ
殿
君
の
悲
し
き
便
り
聞
か
ん
よ

り
は
、
絶
え
て
久
し
き
雁
か
ね
の
う
れ
し
く
も
ま
た
憂
ひ
け
る
う
き
川
竹
の

仇
枕
、
茲
に
仇
な
る
男
あ
り
、
御
身
が
戀
ひ
つ
る
重
忠
殿
も
武
運
拙
か
り
け

ん
響
の
頃
は
か
な
き
討
死
遂
げ
玉
ひ
き
と
誠
や
か
に
物
語
り
し
け
れ
ば
夙
妻

太
夫
身
も
世
も
あ
ら
ず
悲
み
嘆
き
、
早
此
の
上
は
黄
泉
の
國
ま
で
殿
君
の
御

後
一
足
に
御
駈
け
縋
り
参
ら
せ
ん
も
の
と
て
果
敢
な
く
も
自
害
し
果
て
た
り

け
り
、
さ
る
程
に
重
忠
役
を
終
へ
て
武
運
目
出
度
立
ち
歸
り
け
る
に
あ
は
れ

夙
妻
太
夫
は
既
に
亡
し
矧
ん
や
我
迹
慕
ひ
て
は
と
聞
て
は
い
よ
い
よ
懐
し
く

思
ひ
、
夙
妻
太
夫
が
菩
提
を
吊
は
ん
と
て
阿
弥
陀
佛
の
鉃
像
一
基
を
鑄
さ
せ
、

一
宇
の
堂
を
建
立
し
て
無
量
山
道
成
寺
と
名
つ
け
た
る
も
の
御
胎
内
の
秘
佛

即
ち
是
れ
な
り
。
因
み
に
記
す
、
畠
山
重
忠
は
重
能
の
子
幼
名
氏
王
丸
武
蔵

國
の
人
な
り
畠
山
荘
に
居
り
畠
山
荘
司
二
郎
と
稱
す
、
天
性
寛
大
甞
て
義
仲

を
討
ち
平
家
を
攻
め
功
あ
つ
て
誇
ら
ず
人
皆
其
の
德
に
伏
す
、
元
久
二
年

(

一
二
〇
五)

不
幸
に
し
て
纔
に
遇
ひ
北
條
時
政
に
圖
ら
れ
て
戦
死
の
後
は
彼

の
無
量
山
道
成
寺
も
星
移
り
物
變
り
て
世
は
い
つ
し
か
頽
れ
、
地
も
漸
く
寂

れ
行
き
て
果
て
た
り
し
か
ば
彼
の
御
胎
内
の
鐵
佛
の
み
風
寒
き
日
も
黒
鐵
鎔

く
る
夏
の
日
も
雨
凌
く
べ
き
笠
も
な
く
叢
の
中
に
山
田
守
る
案
山
子
の
如
く

な
り
し
を
後
人
妙
蓮
菩
薩
鑄
師
藤
原
助
近
な
る
者
と
相
計
り
重
忠
が
志
を
空

し
う
せ
ん
こ
と
を
深
く
憂
ひ
大
勧
進
し
て
一
丈
二
尺
の
大
鐵
佛
を
建
長
五
年

(

一
二
五
三)

二
月
十
八
日
鑄
道
し
重
忠
が
建
立
せ
し
小
像
を
御
胎
内
に
納
め

後
の
世
ま
で
の
語
り
草
の
み
な
ら
ず
右
志
す
者
の
過
去
二
親
行
厳
新
發
意
乃

至
法
界
衆
生
平
等
利
益
の
為
め
な
り
き
、
銘
に
日
く
『
大
勧
進
念
阿
弥
陀
佛

念
明
蓮
大
工
藤
原
助
近
右
志
者
爲
過
去
二
親
行
厳
新
發
意
乃
至
法
界
衆
生
平

等
利
益
奉
鋳
一
丈
二
尺
佛
身
也
建
長
五
年
癸
丑
二
月
十
八
日
丙
寅
彼
岸
初
日
』

然
る
に
何
時
の
頃
な
り
し
か
今
は
年
月
不
詳
な
れ
ど
も
今
の
大
國
魂
神
社
々

内
に
運
び
尊
敬
浅
か
ら
ざ
り
し
も
明
治
維
新
の
際
神
佛
混
淆
廢
さ
れ
悲
願
山

善
明
寺
に
奉
移
し
境
内
佛
堂
と
し
て
安
置
せ
ら
る
る
こ
と
茲
に
四
十
六
七
年

蓋
し
顧
ふ
に
一
盛
一
衰
は
事
物
の
免
れ
ざ
る
と
こ
ろ
昔
日
は
そ
の
名
も
尊
ふ

と
き
金
佛
尊
も
今
や
其
の
名
も
知
ら
ざ
る
人
の
多
き
に
達
し
つ
つ
あ
る
折
抦

大
正
二
年
四
月
國
寳
に
編
入
せ
ら
れ
漸
く
又
世
に
知
ら
る
る
に
至
れ
り
。（
府

中
市
教
育
委
員
会
一
九
九
四
）。
※
九

　

そ
の
後
、
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
に
発
行
さ
れ
た
髙
橋
源
一

郎
著
の
『
武
蔵
野
歴
史
地
理
』
で
は
、「
恋
ヶ
窪
と
傾
城
夙
妻
太
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夫
物
語
」
の
小
見
出
し
ま
で
登
場
し
、
今
日
に
も
語
り
継
が
れ
て

い
る
地
域
説
話
の
完
成
形
を
み
る
こ
と
に
な
っ
た
。

お
わ
り
に

　

都
内
の
中
野
区
周
辺
を
舞
台
に
、
文
明
九
年
（
一
四
七
七
）
に

在
地
武
士
の
豊
島
氏
と
扇
谷
上
杉
家
の
家
宰
太
田
道
灌
が
交
戦
し

た
江
子
田
原
沼
袋
合
戦
や
、
永
享
十
年
（
一
四
三
八
）
の
多
宝
山

成
願
寺
の
開
創
に
纏
わ
る
中
野
長
者
伝
説
等
を
題
材
に
し
て
、
史

実
が
伝
説
化
す
る
過
程
を
考
古
学
・
文
献
史
学
・
民
俗
学
の
成

果
を
も
と
に
検
証
し
た
比
田
井
克
仁
氏
は
、
史
実
が
正
確
に
伝

承
さ
れ
る
約
一
二
五
～
一
四
〇
年
後
の
第
一
段
階
か
ら
、
伝
承

さ
れ
た
史
実
が
忘
却
さ
れ
、
違
っ
た
モ
チ
ー
フ
が
加
わ
り
内
容
が

変
容
す
る
第
二
段
階
を
経
て
、
そ
の
後
、
史
実
は
内
包
さ
れ
て
い

る
も
の
の
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
持
つ
よ
う
に
発
達
し
て
伝
説
化
す
る

約
三
五
〇
年
後
以
降
の
第
三
段
階
と
い
う
三
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
経

て
、
現
在
に
伝
わ
る
各
地
の
地
域
説
話
が
完
成
し
て
い
く
と
し
た

（
比
田
井
二
〇
〇
六
）。

　

恋
ヶ
窪
廃
寺
跡
は
、
発
掘
調
査
に
基
づ
く
考
古
学
的
事
実
と
し

て
十
三
～
十
五
世
紀
末
ま
で
存
続
し
た
こ
と
は
確
実
で
、『
四
神

地
名
録
』
に
は
廃
寺
と
し
て
無
量
山
道
成
寺
が
登
場
す
る
ま
で
の

約
三
百
年
間
は
、
比
田
井
氏
の
い
う
伝
承
さ
れ
た
史
実
が
忘
却
さ

れ
た
時
期
に
あ
た
る
。
し
か
し
、
巻
末
（
注
八
）
に
も
記
す
よ
う

に
同
じ
寛
政
期
の
典
籍
『
寛
政
年
鏡
』
に
は
、
高
安
寺
の
「
末
門

葉
寺
中
頭
首
十
箇
寺
」
と
し
て
「
恋
窪
邑 

半
天
山 

無
量
院
今
有
」

と
現
れ
る
な
ど
、
実
存
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
遺
跡
の
実
態

と
関
連
資
料
と
の
突
き
合
わ
せ
に
は
検
討
が
及
ば
な
か
っ
た
課
題

も
あ
り
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
し
い
市
史
編
さ
ん
事
業
で
さ
ら
な

る
調
査
・
研
究
の
進
展
に
期
待
し
た
い
。

　

恋
ヶ
窪
の
畠
山
重
忠
伝
承
は
、
強
き
男
性
ヒ
ー
ロ
ー
と
、
か
弱

き
女
性
ヒ
ロ
イ
ン
を
主
軸
に
据
え
た
物
語
で
、
前
近
代
の
価
値
観

が
色
濃
く
、
現
代
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
に
は
多
少
な
り
と
も
違

和
感
を
覚
え
る
構
成
に
映
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
恋
ヶ
窪

に
は
六
所
宮
の
鉄
仏
に
重
忠
伝
承
が
付
加
さ
れ
る
前
か
ら
も「
恋
」

に
纏
わ
る
地
域
説
話
が
あ
り
、
そ
こ
に
重
忠
や
傾
城
・
一
葉
の
松
、

夙
妻
太
夫
や
横
恋
慕
す
る
別
の
男
、
姿
見
の
池
と
い
っ
た
脚
色
化

が
順
次
進
ん
で
い
っ
た
。
恋
ヶ
窪
と
重
忠
と
の
関
係
性
は
不
明
な

が
ら
、
内
容
自
体
に
史
実
が
反
映
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
そ
の
伝

承
期
間
は
優
に
数
百
年
以
上
も
の
歳
月
に
お
よ
ん
で
い
る
。
恋
ヶ

窪
と
い
う
地
域
の
特
性
を
考
え
る
と
き
、
説
話
そ
の
も
の
が
貴
重

な
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
と
い
え
よ
う
。
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【
謝
辞
】　
本
稿
は
、
国
分
寺
市
教
育
委
員
会
と
東
京
経
済
大
学
が
毎
年
共
催
に
て

実
施
し
て
い
る
二
〇
二
四
年
度
第
四
二
回
市
民
大
学
講
座
「
現
代
社
会
を
考

え
る
二
〇
二
四
―
地
域
と
国
際
社
会
の
変
容
―
」（
全
八
回
）
の
う
ち
、
第
六

回
「
国
分
寺
の
畠
山
重
忠
伝
承
―
恋
ヶ
窪
の
地
名
由
来
を
考
え
る
―
」（
令
和

六
年
十
一
月
十
六
日
）
の
口
頭
発
表
資
料
を
も
と
に
文
章
化
し
た
も
の
で
あ

る
。
講
座
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
同
大
学
広
報
課
、
な
ら
び
に
本
市
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
職
員
の
御
協
力
を
得
ま
し
た
。
末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、

記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【
注
】

一
．『
国
分
寺
村
古
絵
図
』（
国
分
寺
所
蔵
絵
図
）
は
『
市
史
中
巻
』
二
六
一
頁 

図
四
を
参
照
。
同
絵
図
は
年
紀
不
詳
な
が
ら
、
延
宝
六
年
（
一
六
七
八
）「
屋

敷
御
検
地
水
帳
」（『
国
分
寺
市
史
料
集
Ⅲ
』
三
号
文
書
）
記
載
の
名
請
人
と

絵
図
の
屋
敷
地
の
配
列
が
合
致
す
る
こ
と
か
ら
慶
安
～
寛
文
初
期
（
一
六
四
八

～
六
五
）
の
制
作
と
推
測
さ
れ
て
い
る
（
北
原
一
九
九
〇
）。

二
．
畠
山
重
忠
伝
承
は
、
ほ
か
に
も
市
史
の
左
記
の
章
節
等
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

(

有
吉
一
九
八
六
）、（
北
原
一
九
九
〇
）、（
青
木
一
九
九
〇
）。

三
．
本
覚
山
妙
光
院
文
書
の
翻
刻
資
料
は
『
史
料
集 

Ⅲ
』
に
収
載
。『
門
末
世
代

記
』（
一
七
二
号
文
書
）、『
本
覚
列
祖
傳
』（
一
七
三
号
文
書
）。

四
．
現
存
鉄
仏
で
は
最
大
規
模
の
坐
像
で
、
像
高
は
一
．
七
二
メ
ー
ト
ル
、
重
量

は
三
八
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
測
る
。
建
長
五
年
に
念
阿
弥
陀
仏
と
明
蓮
が
仏
師
の

藤
原
助
近
へ
依
頼
し
、
藤
原
姓
の
女
性
三
人
が
彼
岸
初
日
に
亡
父
母
と
行
厳
、

人
々
の
供
養
を
祈
念
し
制
作
し
た
こ
と
が
左
記
の
銘
文
か
ら
窺
え
る
。
重
忠

が
没
し
た
約
五
十
年
後
に
鋳
造
さ
れ
、
遊
女
の
菩
提
を
弔
う
目
的
で
造
立
し

た
と
い
う
伝
承
内
容
は
歴
史
的
事
実
で
は
な
い
（
府
中
市
二
〇
二
〇
）。

　
（
衲
衣
左
胸
部
）

　
　
大
勧
進
念
阿
弥
陀
仏
、
明
蓮
、
大
工
藤
原
助
近
、

　
　
右
志
者
、
為
過
去
二
親
□
行
厳
新
発
意
、
乃
至
法
界
衆
生
平
等
利
益
、

　
　
奉
鋳
一
丈
二
尺
仏
身
也
、

　
　
建
長
五
年
癸
丑
二
月
十
六
日
丙
寅
彼
岸
初
日

　
（
衲
衣
左
胸
部
）

　
　
藤
原
氏

　
　
藤
原
氏

　
　
藤
原
氏

五
．『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
国
分
寺
村
の
小
名
黒
鉄
の
項
に
は
「
村
の
西
に

あ
り
、
府
中
六
所
に
あ
る
所
の
鉄
像
の
弥
陀
は
、
昔
此
谷
よ
り
掘
出
せ
し
も

の
な
り
と
い
ふ
。
此
所
の
丘
林
を
祥
応
寺
跡
と
呼
」と
記
載
さ
れ
、黒
鉄
を
恋
ヶ

窪
村
の
阿
弥
陀
堂
・
無
量
山
道
成
寺
と
は
異
な
る
鉄
仏
旧
来
地
と
し
て
紹
介

し
、
小
野
氏
も
国
分
寺
村
説
を
支
持
し
て
い
る
。

　
　
な
お
、
享
保
年
間
に
開
発
さ
れ
た
本
多
新
田
の
菩
提
寺
で
あ
る
祥
応
寺
（
黄

檗
宗
）
は
山
号
を
黒
金
山
と
称
し
、
開
発
人
の
所
持
地
に
あ
っ
た
檀
那
不
在
の

貧
寺
を
新
田
へ
引
寺
し
た
こ
と
が
享
保
十
一
年(

一
七
二
六)

六
月
の
「
国
分

寺
祥
応
寺
開
発
場
ニ
引
寺
仕
度
願
書
」
に
あ
り
、
そ
の
故
地
は
「
伝
祥
応
寺

跡
」
と
い
う
現
在
の
武
蔵
国
分
尼
寺
北
方
の
台
地
上
に
比
定
さ
れ
て
い
る
（
松

尾
一
九
九
〇
、
図
一
）。

　
「
国
分
寺
祥
応
寺
開
発
場
ニ
引
寺
仕
度
願
書
」

　
　
乍
恐
口
上
書
を
以
奉
願
上
候

一
武
州
多
摩
郡
国
分
寺
村
ニ
従
古
来
禅
宗
之
小
寺
、
深
川
海
福
寺
末
祥
応

寺
与
申
貧
寺
、
無
檀
中
ニ
而
及
大
破
ニ
拙
者
地
内
ニ
草
庵
体
ニ
而
差
置
候

所
、
幸
此
度
願
場
之
内
地
面
少
々
割
渡
シ
開
発
仕
候
、
依
之
右
祥
応
寺
開
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発
場
江
引
移
取
立
相
続
仕
度
奉
願
上
候
、
勿
論
然
上
ハ
只
今
迄
之
国
分
寺

村
祥
応
寺
、
寺
号
寺
地
之
儀
ハ
潰
候
様
ニ
可
仕
候
、
御
慈
悲
を
以
願
之
通

引
寺
仕
、
寺
用
相
勤
候
様
ニ
被
仰
付
候
ハ
ゝ
難
有
可
奉
存
候
、
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
州
多
摩
郡
国
分
寺
村
願
人

　
　
享
保
十
一
年
午
六
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
主　
　
　
　
　
儀
右
衛
門　
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
新
田
村
与
頭　
仲
右
衛
門　
㊞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
村　
　
　
　
　
　
　
泰
洲　
㊞

　
　
　
　
岩
手
藤
左
衛
門
様　
御
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　
―
『
国
分
寺
市
史
料
集 

Ⅱ
』
十
七
号
〔
本
多
良
雄
家
文
書
〕

　

当
該
地
で
は
昭
和
四
〇
年
と
旧
版
市
史
刊
行
後
の
平
成
七
年
に
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
切
通
し
状
に
開
削
し
た
鎌
倉
街
道
の
西
側
に
面
し
て
、
北
西
南
の

三
方
を
土
塁
で
囲
繞
す
る
礎
石
建
て
建
物
を
検
出
し
、
一
堂
形
式
の
中
世
寺
院

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
調
査
報
告
書
に
よ
る
と
、
土
塁
内
整
地
土
か
ら

十
三
～
五
世
紀
末
の
土
器
・
陶
磁
器
や
板
碑
が
、
表
土
か
ら
は
十
八
～
二
〇
世

紀
の
陶
磁
器
類
が
出
土
し
、「
十
六
、七
世
紀
の
も
の
が
無
く
、「
祥
応
寺
」
が

十
八
世
紀
初
頭
に
は
「
大
破
」
し
て
無
檀
で
あ
っ
た
状
況
と
合
致
す
る
」
と

記
さ
れ
て
い
る
が
（
福
田
一
九
九
七
）、
板
碑
の
造
立
を
伴
う
建
物
跡
が
十
五

世
紀
末
ま
で
存
続
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
一
方
で
、
十
七
世
紀
の
遺
物
が

無
い
と
い
う
事
実
は
、
す
な
わ
ち
当
該
地
に
は
享
保
年
間
当
時
、
祥
応
寺
と

称
す
る
貧
寺
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
際
、
田
中
洋
平
氏
が
上
野
国
高
崎
藩
の
地
方
役
人
大
石
久
敬
が
記
す

『
地
方
凡
例
録
』に
、
近
世
寺
院
は
創
建
時
期
に
よ
っ
て「
古
跡
」と「
古
跡
並
」

に
分
類
さ
れ
、
元
禄
以
降
、
こ
れ
ら
以
外
の
新
規
寺
院
は
建
立
が
差
し
止
め
ら

れ
た
こ
と
を
示
し
つ
つ
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
時
点
で
正
式
な
寺
号
を
保

持
し
て
い
な
か
っ
た
常
陸
国
真
壁
郡
藤
ヶ
谷
村
の
正
行
院
が
、「
当
村
白
水
海

跡
、
前
々
よ
り
御
当
山
支
配
ニ
て
、
古
跡
ニ
紛
れ
御
座
な
く
候
」（『
関
城
町
史 

史
料
編
一
』「
藤
ヶ
谷
正
行
院
願
」）
と
し
て
願
い
出
る
こ
と
で
正
式
に
寺
号
を

得
た
経
緯
を
紹
介
し
て
い
る
こ
と
は
、
享
保
期
の
新
田
村
に
お
け
る
檀
那
寺
の

建
立
事
情
を
考
え
る
う
え
で
、
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
（
田
中
二
〇
二
五
）。

　
そ
れ
は
、
武
蔵
野
新
田
の
引
寺
事
例
を
検
討
し
た
小
峰
孝
男
氏
も
指
摘
す
る

よ
う
に
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
の
新
寺
建
立
の
禁
令
発
布
後
は
幕
府
に
よ

る
寺
院
建
立
が
厳
し
く
統
制
さ
れ
る
な
か
、
古
跡
・
古
跡
並
の
寺
院
で
潰
れ
も

し
く
は
廃
寺
と
な
っ
た
も
の
の
再
興
に
関
し
て
は
許
可
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

（
小
峰
二
〇
〇
四
）、
た
と
え
有
名
無
実
で
あ
っ
て
も
、
再
興
し
た
体
裁
を
幕
府

に
認
許
さ
れ
れ
ば
引
寺
が
成
立
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
近
年
、
前
述
の
延
宝
六
年
国
分
寺
村
検
地
帳
に
記
載
の
あ
る
小
名
「
堀

之
内
」
が
、明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
国
分
寺
村
絵
図
と
照
合
す
る
と
、「
伝

祥
応
寺
跡
」
付
近
に
該
当
す
る
こ
と
が
改
め
て
判
明
し
た
（
依
田
二
〇
一
八
）。

周
知
の
と
お
り
、「
堀
之
内
」
は
中
世
武
士
の
居
館
跡
に
伝
わ
る
地
名
で
あ
り
、

「
伝
祥
応
寺
跡
」
と
伝
承
さ
れ
る
遺
跡
の
性
格
自
体
も
今
後
検
討
を
要
す
る
課

題
と
い
え
る
。

六
．
こ
の
ほ
か
青
木
直
己
氏
は
、
恋
ヶ
窪
村
の
畠
山
重
忠
伝
承
、
六
所
宮
の
阿
弥

陀
仏
、
傾
城
松・一
葉
松
、
道
成
寺
、
古
墓
の
板
碑
を
触
れ
た
近
世
地
誌
類
に
、

『
遊
歴
雑
記
』（
文
化
十
二
年・釈
大
清
著
）、『
武
蔵
野
略
遊
記
』（
文
政
二
年
）、

『
四
神
社
閣
記
』（
文
政
七
年・池
田
定
常
著
）、『
郊
遊
漫
録
』（
斎
藤
幸
孝
著
）、

『
武
蔵
演
路
』（
屋
代
弘
賢
著
）
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
（
青
木
一
九
九
〇
）。

七
．
嘉
暦
三
年
・
明
応
四
年
銘
の
板
碑
は
、
と
も
に
（
滝
口
一
九
七
二
）
文
献
で

属
性
情
報
を
記
し
た
一
覧
表
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
前
者
は
本
多

章
吉
氏
所
蔵
資
料
、
後
者
は
昭
和
四
六
年
の
恋
ヶ
窪
廃
寺
跡
第
一
次
調
査
出
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国分寺市の畠山重忠伝承と無量山道成寺　―恋ヶ窪の地域説話をめぐって―

土
資
料
で
あ
る
が
、
今
後
の
調
査
で
資
料
の
採
拓・写
真
撮
影
が
必
要
で
あ
る
。

八
．
阿
弥
陀
堂
と
道
成
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
一
年
「
阿
弥
陀
堂
杉

売
払
帳
」（『
史
料
集 

Ⅲ
』
一
七
〇
号
文
書
）
に
「
元
わ
、
半
天
山
無
量
院
蔵

清
寺
申
成
、
今
ハ
あ
み
た
ど
う
ト
申
成
」
と
あ
り
、『
調
布
日
記
』
や
『
江
戸

名
所
図
絵
』
か
ら
も
道
成
寺
境
内
に
阿
弥
陀
堂
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
、府
中
高
安
寺
に
伝
わ
る
典
籍
で
、天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
の
『
報

恩
録
』
に
は
「
当
寺
十
刹
頭
首
市
川
山
見
性
寺
」
の
西
之
五
院
・
東
之
五
院

に
加
え
て
、近
門
中
に
「
恋
窪 
無
量
院
」
を
含
む
六
箇
寺
を
記
し
て
い
る
ほ
か
、

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
の
『
寛
政
年
鏡
』
に
も
高
安
寺
の
「
末
門
葉
寺
中
頭

首
十
箇
寺
」と
し
て「
恋
窪
邑 

半
天
山 
無
量
院
今
有
」と
記
載
さ
れ
て
い
る（『
禅

宗
地
方
史
調
査
会
年
報 

第
二
集
』
一
九
八
〇
年
）。
ま
た
『
新
編
武
蔵
風
土
記

稿
』
に
「
彌
陀
堂
三
間
四
面
、
村
の
南
境
に
あ
り
、
府
中
高
安
寺
持
、
木
の

坐
像
長
二
尺
許
、
此
堂
昔
は
無
量
山
道
成
寺
と
も
云
、
或
は
飯
寺
と
も
云
へ

る
よ
し
、い
づ
れ
寺
の
廃
跡
な
る
べ
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、か
つ
て
道
成
寺
（
蔵

清
寺
）
は
高
安
寺
と
は
本
末
関
係
を
保
持
し
て
い
た
。
北
原
進
氏
に
よ
る
と

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
の
底
裏
銘
の
あ
る
東
福
寺
の
位
牌
に
、「
恋
窪
邑
阿

弥
陀
堂
は
往
古
人
王
九
十
七
代
光
明
院
御
宇
、
足
利
尊
氏
公
草
創
高
安
寺
時
、

末
山
八
十
五
箇
寺
建
成
、
其
十
首
の
一
而
号
半
天
山
無
量
院
、
其
後
転
派
以
高

安
四
世
為
開
山
事
跡
歴
然
也
、
依
入
仏
の
日
記
焉　
龍
門
山
二
十
世
天
山
事
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
道
成
寺
は
文
政
四
年
頃
に
高
安
寺
の
末
門
か
ら
転
じ
て
、

東
福
寺
の
管
理
下
に
移
っ
た
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
（
北
原
一
九
九
〇
）。

　
な
お
、明
治
六
年
（
一
八
七
三
）「
数
目
調
書
」（『
史
料
集 

Ⅰ
』
三
四
号
文
書
）

は
「
旧
跡
傾
城
ノ
松
」
の
由
緒
に
触
れ
、
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
の
分
梅
河

原
合
戦
に
お
い
て
「
此
夜
の
悪
害
に
、
相
州
勢
国
分
寺
を
は
じ
め
、
当
地
の

道
城
寺
を
焼
た
る
よ
し
、此
時
恋
ヶ
窪
の
町
屋
も
類
焼
し
」
た
こ
と
を
伝
え
る
。

九
．
こ
の
時
、
鉄
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
の
造
年
銘
と
重
忠
の
生
存
年
と
不
整
合
で

あ
る
こ
と
を
解
消
す
る
た
め
、
同
じ
善
明
寺
に
伝
わ
る
像
高
一
メ
ー
ト
ル
の

鉄
造
阿
弥
陀
如
来
立
像
を
坐
像
の
胎
内
仏
で
あ
る
と
称
し
、
立
像
に
重
忠
伝

承
を
付
加
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
坐
像
の
附
と
し
て
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
（
小
野
二
〇
一
一
）。

【
参
考
文
献
】

青
木
直
己　

一
九
九
〇　
「
第
十
一
章 

農
村
の
文
化　

第
四
節 

国
分
寺
を
訪
れ

た
人
々
」『
国
分
寺
市
史 

中
巻
』
国
分
寺
市
（
八
四
五
～
八
六
一
頁
）

阿
諏
訪
青
美　
二
〇
二
二　
「
横
浜
・
二
俣
川
地
域
に
み
る
畠
山
重
忠
イ
メ
ー
ジ

の
創
生
」
横
浜
市
歴
史
博
物
館
編
『
書
物
学
二
〇 

追
憶
の
サ
ム
ラ
イ 

中
世
武

士
の
イ
メ
ー
ジ
と
リ
ア
ル
』
勉
誠
出
版

有
吉
重
蔵　
一
九
八
六　
「
第
五
章 

中
世
に
お
け
る
国
分
寺
市
域 

第
五
節 

国
分

寺
市
域
に
お
け
る
中
世
遺
跡
」『
国
分
寺
市
史 

上
巻
』
国
分
寺
市
（
七
四
九
～

七
五
七
頁
）

有
吉
重
蔵　

二
〇
一
四　
「
国
分
寺
と
都
市
計
画
」『
季
刊
考
古
学 

第
一
二
九
号

特
集 

王
権
擁
護
の
寺
・
国
分
寺
』
雄
山
閣

石
村
喜
英　
一
九
六
〇　
「
第
三
章 

遺
跡
の
研
究 

一
．
遺
跡
の
概
況
」『
武
蔵
国

分
寺
の
研
究
』
明
善
堂
（
八
九
～
九
〇
頁
）

小
野
一
之　
二
〇
一
一　
「
鉄
仏
の
来
歴
と
畠
山
重
忠
の
伝
説
」『
府
中
市
郷
土
の

森
博
物
館
紀
要
』
第
二
四
号

北
原　
進　
一
九
九
〇　
「
第
三
章 

村
と
本
百
姓 

第
二
節 

村
々
の
景
観
」『
国
分　

寺
市
史 
中
巻
』
国
分
寺
市
（
二
八
一
～
二
八
九
頁
）

菊
池
山
哉　
一
九
六
四　
『
府
中
市
史
史
料
集
』
三　
府
中
市
史
編
纂
委
員
会

菊
池　
功　
二
〇
一
四　
『
東
京
の
地
名 

地
形
と
語
源
を
た
ず
ね
て
』
河
出
書
房　
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新
社

国
分
寺
市
教
育
委
員
会　

一
九
八
一　
『
国
分
寺
市
史
料
集 

Ⅰ 

村
落
状
況
・
支

配
関
係
文
書
』

国
分
寺
市
教
育
委
員
会　

一
九
八
二　
『
国
分
寺
市
史
料
集 

Ⅱ 

武
蔵
野
新
田
開

発
関
係
文
書
・
川
崎
平
右
衛
門
関
係
文
書
』

国
分
寺
市
教
育
委
員
会　

一
九
八
三　
『
国
分
寺
市
史
料
集 

Ⅲ 

寺
社
・
信
仰
・

文
芸
関
係
文
書
』

小
峰
孝
男　
二
〇
〇
二　
「
享
保
期
武
蔵
野
新
田
に
お
け
る
離
檀
と
引
寺
」『
東
村

山
市
史
研
究
』
第
一
一
号　
東
京
都
東
村
山
市

坂
詰
秀
一　
二
〇
〇
七　
「『
万
葉
集
』
と
東
山
道
武
蔵
路
」『
立
正
大
学
人
文
科

学
研
究
所
年
報
』
別
冊
一
六
（
後
、
二
〇
一
六
『
考
古
渉
猟
抄
（
私
の
考
古

遍
歴 

三
）』
ニ
ュ
ー
・
サ
イ
エ
ン
ス
社 

に
再
録
）

柴
辻
俊
六　
一
九
八
六　
「
第
五
章 

中
世
に
お
け
る
国
分
寺
市
域 

第
一
節 

鎌
倉

幕
府
の
成
立
と
武
蔵
」『
国
分
寺
市
史 

上
巻
』
国
分
寺
市
（
六
二
六
～
七
頁
）

清
水　

亮　

二
〇
一
八　
『
中
世
武
士 

畠
山
重
忠 

秩
父
平
氏
の
嫡
流
』
歴
史
文

化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
四
七
七　
吉
川
弘
文
館

関
口
雄
基
臣　
一
九
七
五　
「
国
分
寺
」
松
岡
六
郎
・
吉
田
格
編
『
多
摩
の
歴
史

３ 

国
分
寺
市･

国
立
市･

小
平
市･

武
蔵
村
山
市
』
武
蔵
野
郷
土
史
刊
行
会

（
後
、
氏
子
青
年
部
発
行
『
恋
ヶ
窪
の
歴
史
』
に
収
載
）

滝
口　
宏　
一
九
七
二　
『
恋
ヶ
窪
堂
址
調
査
報
告
』
泉
町
廃
寺
址
遺
跡
調
査
会

髙
橋
源
一
郎　
一
九
三
〇　
『
武
蔵
野
歴
史
地
理
』
第
三
冊
（
一
九
七
二
年
に
有

峰
書
店
よ
り
再
刊
）

田
中
洋
平　
二
〇
二
五　
『
住
職
た
ち
の
経
営
戦
略 

近
世
寺
院
の
苦
し
い
財
布
事

情
』
歴
史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
六
一
四　
吉
川
弘
文
館

比
田
井
克
仁　

二
〇
〇
六　
『
伝
説
と
史
実
の
は
ざ
ま
―
郷
土
史
と
考
古
学
―
』

雄
山
閣

藤
森
裕
治
・
田
中　
斉
・
大
嶋
一
人　
一
九
九
五　
「
信
仰
」『
国
分
寺
市
の
民
俗 

五
―
本
多
新
田
・
恋
ヶ
窪
村
の
民
俗
―
』
国
分
寺
市
教
育
委
員
会

府
中
市　
二
〇
二
〇　
『
新
府
中
市
史 

中
世 

資
料
編
』

府
中
市
教
育
委
員
会　
一
九
九
四　
「
武
蔵
国
府
名
蹟
誌
『
府
中
市
郷
土
資
料
集
』

十
六

福
田
信
夫　
一
九
九
七　
『
武
蔵
国
分
尼
寺
跡
Ⅳ
―
平
成
七
年
度
発
掘
調
査
概
報
』

国
分
寺
市
教
育
委
員
会

松
尾
公
就　
一
九
九
〇　
「
第
二
章 

享
保
改
革
と
武
蔵
野
新
田
の
開
発　
第
二
節 

武
蔵
野
の
開
発
」『
国
分
寺
市
史 

中
巻
』
国
分
寺
市
（
七
二
～
八
三
頁
）

村
松　
篤　
二
〇
一
二　
「
全
国
に
及
ぶ
重
忠
伝
承
」
埼
玉
県
立
嵐
山
史
跡
の
博

物
館
・
葛
飾
区
郷
土
と
天
文
の
博
物
館
編
『
秩
父
平
氏
の
盛
衰 

畠
山
重
忠
と

葛
西
清
重
』
勉
誠
出
版

吉
田
東
伍　
一
九
〇
七　
『
大
日
本
地
名
辞
書 

第
六
巻 

坂
東
』
冨
山
房

依
田
亮
一　
二
〇
一
八　
「
武
蔵
国
分
寺
跡
第
七
一
八・
七
二
二
次
調
査
」『
平
成

二
八
年
度
国
分
寺
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
報
』
国
分
寺
市
教
育
委
員
会

よ
だ　
り
ょ
う
い
ち　
ふ
る
さ
と
文
化
財
課
長

兼
市
史
編
さ
ん
室
長


